
平
成

™
œ
年

˜
月

�
日
月
曜
日

(
号
外
政
府
調
達
第

™
号
)

官
報

Ｆ The system needs to have wireless ac-

cess points at various places in the hospi-

tal, and be able to operate the existing

integrated medical information systems

with existing terminals of the systems.

The Wireless LAN needs to be available

for the IEEE802.11n standard, and have

an authentication function for preventing

unauthorized connections. The system

needs to be used for internet connection

as a patientsÐ amenity. In addition, the

system needs to minimize the effects of

mobile routers brought in by outsiders.

Ｇ The system must be monitored by the

existing monitoring system which main-

tains constant surveillance of the net-

work and notifies the administrator of

failure of the equipment and of unusual

data traffic on the network.

Ｈ The system maintenance including the

first correspondence should be possible

during 24 hours throughout the year.

Ｉ The system needs to integrate the ex-

isting medical information network and

existing PACS network in the new ward

under construction.

` Time limit for the submission of the re-

quested material : 5 : 00 PM 22, February,

2013

a Contact point for the notice : Toshiko

Yokogawa, Procurement Section, Account-

ing Division, Kagawa University, 1750`1

Oaza Ikenobe Miki-cho Kita-gun Kagawa

761`0793 Japan, TEL 087`891`2028

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 25年１月７日

国立大学法人愛媛大学長 柳澤 康信
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 38

〇第４号
１ 調達内容
\ 品目分類番号 14

] 導入計画物品及び数量 病院情報管理シス
テム 一式

^ 調達方法 借入
_ 導入予定時期 平成25年度８月以降
` 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 本院における医事、各診療科、診療支援、
看護部、検査部、薬剤部、放射線部、手術
部、輸血部、光学診療部、集中治療部、病
理部、栄養室、材料部、リハビリテーショ
ン部、治験、医療安全管理部、総合診療サ
ポートセンターなどの各部門及びチーム医
療等の全般の業務の合理化と業務内容の質
的改善を図り、患者サービスの向上、並び
に診療支援を充実させるための総合的な医
療情報システムであること。かつ患者サー
ビスの向上、並びに診療支援を充実させ、
医学教育・医学研究に貢献する医療情報シ
ステムであること。
Ｂ 現在運用している各部門のサブシステ
ム、モダリティ等と接続し、相互のデータ
交換・統合閲覧・検索できること。
Ｃ 診療記録に関する三原則（真正性・見読
性・保存性）を遵守し、電子カルテの作成
者責任の明確化、タイムスタンプ機能を有
し、セキュリティと個人情報の保護を実現
すること。

Ｄ 24時間連続運転が可能であり、災害・障
害に起因してシステム全体の停止を来たさ
ないこと。稼働中に随時バックアップを行
うこと。遠隔地への安全かつ安価なバック
アップを行うこと。
Ｅ 電子カルテ端末は19インチ以上の２モニ
タ構成に対応していること。またフィルム
レス化しているため、高解像度モニタの接
続ができるタイプの端末も提供すること。
うち一部は３モニタ構成に対応しているこ
と。
Ｆ 患者基本情報、予約、処方、注射、処置、
輸血、手術、歯科処置、看護ケア、患者移
動、食事、ＩＣＤ`10・ＭＥＤＩＳ標準病
名による病名管理、ＤＰＣ管理、治験、地
域連携、医療安全等を含むこと。全ての部
門システムのマスタの集中統合管理をし、
将来の改定時に対応が無償でできること。
マスタは履歴管理をし、データウェアハウ
スの分析と連動できること。
Ｇ 仮想化技術及び統合ストレージ技術を利
用してサーバとストレージの集約化を実現
し、コスト削減、データの長期保存、シス
テムの安定運用向上を実現すること。必要
に応じて既存の部門システム等を新サーバ
に移行できる環境を提供すること。システ
ム導入後長時間経過しても、システム性能
低下がないようにメンテナンス機能を有す
ること。かつ性能増強が必要であれば容易
かつ安価に拡張可能であること。仮想デス
クトップ技術もしくはリモートデスクトッ
プ技術を導入し、様々な場所から安全かつ
快適なレスポンス性能を確保したシンクラ
イアント環境を提供すること。仮想基盤を
構成するハードウェアは、仮想基盤上にシ
ステムを移管しても、現行システム以上の
処理性能を有し、最大負荷時においても迅
速な応答速度が確保できる性能を有してい
ること。
Ｈ 本調達に含まれる全てのシステムにおい
て、ミドルウェア経由でデータ連携を実現
すると同時にデータ抽出、イベント駆動
ベースのシステム連携を実現すること。ま
た抽出したデータの全てをデータウェアハ
ウス等に取込み、データの有効利用を図る
こと。
Ｉ 患者の取り違えを防止するために、患者
バーコードや診察券等を用いて患者認証す
ること。医療事故防止のための安全性確保
の方策を実現すること。

Ｊ インシデント記録・解析機能を備え、院
内横断的な管理、記録ができること。オー
ダーはタイムスタンプ・実施者・実施場所
等の属性を保持した実施入力に基づく運用
ができ、時系列に沿った一覧・変更履歴閲
覧等ができること。
Ｋ 操作性の統一を図り、快適な作業環境を
提供すること。また、各端末の一元管理を
実現するために統合的な機能を提供するこ
と。特に携帯端末についてはＢＹＯＤ
（Bring your own device：私的デバイス
の活用）も視野に入れたセキュリティの高
い端末認証・管理機能を提供すること。
Ｌ 各種医療文書や帳票類をすべて電子化
し、自由なレイアウト、独自情報をタギン
グできる文書管理システムを導入するこ
と。文書はプリンタやＰＤＦ形式ファイル、
標準的なタグを活用したＸＭＬ形式ファイ
ルへ出力できること。データウェアハウス
への登録や全文検索のインタフェースを提
供すること。
Ｍ マルチベンダーマルチプラットホームに
対応可能なオープンシステムであり、ＨＥ
ＬＩＣＳ協議会に掲載されている「医療情
報標準化指針」に採択された標準規格に準
拠していること。
Ｎ ＶＰＮを利用し、特定の個人・関連施設
から本院の地域医療連携システム、電子カ
ルテの参照、相互の情報連携及び、紹介状・
予約システム等が利用可能であること。
Ｏ 医療情報基盤システムが使用するネット
ワークは本学で構築・提供するが、当該
ネットワークに接続するためのネットワー
ク機器、ケーブル等は本調達に含まれるこ
と。
Ｐ 全体の保守管理および操作教育体制を有
すること。現有病院総合情報システムに蓄
積された全てのデータ群及びマスタ等を提
供するので、これらを本システム上に移行
し利用可能とすること。
Ｑ 物流管理システムは、物品ラベル運用に
よる在庫管理を行い、たな卸資産を移動平
均法で評価計算ができること。標準コード
による管理を行い、電子商取引、ＳＰＤと
の連携を実現できるものであること。既設
の経営分析システムに対して精度の高い経
営分析のために、電子カルテ、部門システ
ムから医事システムに送信されるオーダー
情報、メッセージを診療報酬請求対象の有
無に関わらず蓄積し、取り込み用データに
含め編成し出力すること。

^ Type of the procurement : Purchase

_ Basic requirements of the procurement :

Ａ The system needs to be able to make to

operate sufficiently the existing inte-

grated medical information system of

Kagawa University Hospital in the exist-

ing ward and the new ward expected to

complete construction by the spring of

2014.

Ｂ The system needs to have redundant

main switches and redundant network

backbones, in order to minimize the net-

work down when trouble occurs.

Ｃ The system needs to be the large-

capacity and the high-speed Network sys-

tem, which has a 40 Gbps backbone net-

work between the wards and 20 Gbps co-

nnection to terminals.

Ｄ The system needs to have a configura-

tion for easier network transition to fol-

low the phased renovation of wards. In-

tegrating the wardsÐ networks by distri-

bution switches is one of the solutions.

Ｅ The network can be connected with the

existing campus LAN through the exist-

ing firewall system of the university hos-

pital.
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